
松田英毅理事長が平成26年度「倉敷市文化章」を受章。
　｢倉敷市文化章」は、倉敷市の地域文化向上に功績があった市
民やゆかりの人をたたえるもので、贈呈式が11月3日(月･祝）倉
敷市役所にて執り行われました。
　倉敷市文化章は1948年に創設され、松田理事長で70人目の
受賞となります。

〒710-0292　岡山県倉敷市玉島長尾3515
tel 086-523-0822／fax 086-436-0283

Eメール sakuyo.kikaku@ksu.ac.jp
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出願期間

試 験 日

会 場

合格発表

1次入試
1月21日(水)～1月23日(金)
［最終日正午必着］

2月3日(火)［AM8：40～］

2月9日(月)

本校会場：岡山県作陽高等学校
真庭会場：久世エスパスランド

2次入試
2月17日(火)～2月19日(木)
［最終日正午必着］

2月24日(火)［AM8：40～］

2月26日(木)

本校会場：岡山県作陽高等学校

スーパー特進コース

特別進学コース

進学コース

総合教養コース

スポーツコース

ミュージックコース

●学力検査[国語]、[英語]、[数学]
　（各45分）の3教科
●個人面接
●調査書

●学力検査[国語]、[英語]又は[数学]
　（各45分）の2教科
●個人面接
●調査書
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2014” 開催
 ！

倉敷市文化章をいただいて
　10月11日(土)～12日(日)の2日間で開催した“第18回  翔陽祭”のテー
マは「TRIANGLE ～3つの集い～｣。音楽・食文化・子ども教育、3学部の
繋がりや交流をより深めたい！という翔陽祭実行委員の熱い思いが込めら
れました。13日(祝･月)は台風の影響により全イベントを中止させていた
だきましたが、模擬店や多彩なステージイベントなどを通じ、学生や翔陽
祭にお越しいただいた皆さまにお楽しみいただきました。

　10月19日(日)“さくよう子育てカレッジ”開設を記念し、地域の子どもた
ちや保護者、ご家族の方々を対象としたイベント“作陽キッズキャンパス
2014”が開催されました。当日は1,000名を超えるお客様に参加いただき、
3学部の特色を活かした体験型プログラムを中心に、子ども向けコンサート
や人形劇、キャンパスランチなどでお楽しみいただきました。

“第18回 翔陽祭” 開
催 ！

“作
陽キ
ッズキャ

ンパス
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　このたび、栄えある倉敷市文化章をいただきました。作陽
学園を代表していただいたものであり、学園関係者すべての
人とともに喜びをわかちあいたいと思います。
　学園関係者はもとより、倉敷市、津山市両市民をはじめ、
倉敷市役所や倉敷市文化振興財団の職員の方々、さらにはモ
スクワ音楽院とチャイコフスキー国際コンクール入賞者連盟
の方々の本学に対する大きなご支援があったからであり、心
から感謝したいと思います。
　平成₈年に、大学と短大が倉敷の現キャンパスに移転しま
した。それまで、大学の発展を親身になり応援してくださっ
た多くの津山市民の方々への申し訳ない気持ちと、私学存続
の為にやらねばならないというジレンマの中での決断であり
ました。そんな中で、学生アパートの大家さんはじめ多くの
市民の人たちから、将来を考えての決断であるなら南へ出て
頑張れ、という声援をいただきましたことは、何よりもあり
がたいことでありました。
　倉敷の現キャンパスは、所有者が200名ほどの山や畑であ
りました。これを短期間に買収し、造成せねばなりませんで
した。一人でも反対されれば造成できません。先祖伝来の土
地を簡単に手離すことは容易ではありません。それを市のた
め、学校のためとして、短期間のうちに全ての持主に賛同い
ただき造成できました。勿論その陰には、市の大規模プロジ
ェクトの方々の、夜を徹した交渉があったのはいうまでもあ
りません。校舎群は勿論、キャンパス全体の設計は、日本を
代表する建築家吉村順三氏によるもので、見事なキャンパス
が完成しました。
　開学は平成₈年₄月₁日でしたが、その前日に移転開学を
記念して植樹祭がおこなわれました。春の小雨の中でしたが、
大学周辺の住民と市役所の方々200名程で行いました。倉敷
市の大規模プロジェクトの方が、津山で採れたドングリの実
と倉敷に実ったドングリの実を10センチメートル程の苗木に
したものを植樹し、｢倉敷の森」｢津山の森」の看板をかかげ
ました。これは、これ迄の津山での作陽の成長を見守られた
津山市民と、これからの大学の発展を倉敷市民と仲良く見守
ろうではないかとの意味がこめられたものでした。今や10メ
ートル程になったドングリの森は、幼稚園児のドングリの実
拾いの格好の場所になっています。

　開学₁年程前でしたか、当時の渡邉市長から、市民の喜ぶ
ことをやってもらいたいとの要望を受け、公開講座をやるこ
とにしました。開学当時は20世紀末に当り、社会はいわゆる
世紀末の不安にかられていましたので、いきいきとした新し
い21世紀を創る夢を倉敷から発信しようと「百人百話」を始
めました。この名称は、大学の近くの百

どうどう

百という地名により
ますが、その道の専門家として活躍されておられる百人の方
たちに話をしていただきました。₅年かかって百回の講座を
終了しましたが、延べ₂万人の方に聴講していただきました。
平均しますと、₁回当り200名となり、｢百人百話」は大変好
評であったと思われます。
　2004年₃月に₂週間にわたり「第₅回若い音楽家のための
チャイコフスキー国際コンクール」が本学の藤花楽堂をメイ
ン会場にして行われました。これは、本学にモスクワ音楽院
特別演奏コースがあり、モスクワ音楽院と強い連携があるこ
ととチャイコフスキー国際コンクール入賞者連盟とも強いつ
ながりがある縁で開催することができました。世界中から、
18才未満の一次審査をパスしたすぐれた子どものピアノ、ヴ
ァイオリン、チェロ奏者約150名が倉敷に集まり、世界的な
音楽家、演奏家の審査員の前で演奏がくりひろげられました。
倉敷市役所、くらしき作陽大学の教職員や音楽関係の市民
500名程のボランティアの人たちにより、スムースにコンク
ールは進められたのでした。世界から集まった小さい音楽家
は、ボランティアの家庭に滞在したこともあり、懐かしい思
い出のコンクールでありました。
　倉敷市文化章は、理事長個人がいただいたというより、作
陽学園がいただいたものであると思っています。これからの
学園は、より一層、倉敷市の文化向上と発展のために尽力せ
ねばならないことはいうまでもありません。倉敷市から誘致
していただいたのも、市の活性化と発展にいささかでも役立
つためであります。このたび本学が文科省の「地（知）の拠
点整備事業」に選ばれたことは絶好の機会であり、大学の教
育、研究と地域貢献活動を一体的に進め、若者があふれて、
倉敷を愛する、町づくりのために尽くしたいと考えています。
　さらには、日本社会のあるいは世界人類の真の発展のため
には、本学の使命である菩薩道を歩むプロの養成を徹底せね
ばなりません。快適で便利な、経済的に豊かな文明社会を創
っている西洋科学技術文明は人類の破滅を早める恐れがある
と思われます。これを回避し、人類が真に発展する文明を創
る思想が仏教にあると思います。自利に偏った現代文明から
自利、利他一如の文明へ。そのために菩薩道を歩む人の育成
がなされねばなりません。それは、慈悲と智慧のある人の育
成です。今まさに本学の使命の徹底が待たれていると思える
のです。日本の、地球人類の真の文明社会の発展を倉敷から
発信したいものです。

松
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理事長
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創立者に学ぶ
　作陽学園創立者の松田藤子先生（１８９９-１９８９）は、
大正から昭和初期にかけての芸術家としてその美術
力・手芸力は技芸の世界の最高峰に位置していた方で
あります。先生は、３１歳で大乗仏教の教義に由来す
る宗教的情操教育を行うことを建学の精神とした作陽
学園を創立し、以来、校長・学長職の傍ら日本最長と
いわれる５７年間学園長職を務められました。
　傑出した女流教育家であり仏教研究家でもあったそ
の一生は、宗教的情操教育の先駆者として、また、教
育の地方の時代のパイオニアとして「智慧と慈悲の教
育」の実践に生命を捧げてゆかれたのです。
　今年は松田藤子先生生誕１１５年の節目に当たりま
す。科学技術文明社会が世界的規模で混沌化していく
今日、私たちは、その偉業を顕彰するとともに、藤子
先生が説き続けられた真実教、建学の精神の真髄、慈
悲の教育思想などを学び直さなければなりません。そ
のためには、学生たちや地域の方々のほか国内外の研
究者たちが「作陽学（自校学）」として学ぶことのできる場を提供する必要があります。

　作陽学園では、図
書館（８号館）一階
ホールに「松田藤子
記念ホール」（イメー
ジ図参照。以下「記
念ホール」という。）
を設けることにし、
年内のオープンに向
けて現在その準備を
進めております。

主な展示品
　記念ホールには藤子先生制作の美術手芸作品、年譜、教えのことば、数々のエピソードのほか遺品類な
どを展示します。本欄では、主な展示品を簡単にご紹介します。

○美術作品（日本刺繍）　ホール正面奥のガラス展示ケース（W６０００・H２３００）には、松田藤子先生が
昭和初期に制作された「屏風絵」  「ちんと毬」  「虎」等の美術作品（日本刺繍）、住岡夜晃師揮毫の掛軸な
どを展示します。

　「屏風絵」（二曲一双）は高い
手芸技術で制作された日本刺繍
作品です。昇る朝陽に照らされ
るお城と松林、城下に広がる朝
霧などが美しく鮮明に描かれて
おります。また、「ちんと毬」
と「虎」も日本刺繍超一級品と
評価されている作品です。いず
れも松葉や動物の毛の一本一本

が精緻に縫いこまれており観る者が息を詰まらせて感動する作品です。
○掛軸類　掛軸は、藤子先生が善知識である住岡夜晃師から
直々に賜った書です。一つは校訓・学是となり、他は宗教講話
や会座での教材（聖賢の教え）として使われたものです。ちな
みに、書の

てん  こ 

典據は、写真中央の書が『高僧和讃』の善導大師章、
右端の書が親鸞聖人の『教行信証』の一節であり、いずれも住
岡夜晃師が揮毫したものです。
○略年譜　ホール入口の

ついたて

衝立には、藤子先生の「建学の精神」
や「年譜」などを掲示します。「略年譜」の「前史」では、親
鸞聖人の弟子（佐々木四郎高綱）を遠祖とする松田家（島津藩
武術指南）のご先祖の事跡をご紹介し、続いてご出生からご環浄までを記録しています。藤子先生の信仰
史や思想史、あるいは教育経営史の概要も学べるようにまとめています。
○教え・写真類　記念ホールの壁や衝立には、藤子先生の教えを語録集やお言葉集にして展示します。さ
らに、学園創立有縁の人々、学び舎の変遷などの写真類も展示します。教員や教え子たちとの集合写真や
演劇活動など多くの写真を写真帳数冊に収めて展示します。
○遺品類　ガラスケースには、藤子先生の遺品類（一部）として、仏典研究の初期に綴られた『信仰乃

めざめ

醒』（２
２歳ころ）、自著４冊（『人生の聖化』『真理への道』『聖光』『まなびのしおり』）、教え子への手紙（直筆）
などのほか、津山市名誉市民表彰や三木記念賞の各メダル類を展示しております。

　「松田藤子記念ホール」へのご来館・ご観覧をお待ちいたしております。なお、展示等に関するお問い合
わせは、下記までお願いいたします。

くらしき作陽大学 事務局 経営企画部　山下　　☎086-436-0274
〒710-0292　岡山県倉敷市玉島長尾3515

学園創立者　松田藤子先生

図　松田藤子記念ホール（イメージ）

松田藤子記念ホールのご案内
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ついたて

衝立には、藤子先生の「建学の精神」
や「年譜」などを掲示します。「略年譜」の「前史」では、親
鸞聖人の弟子（佐々木四郎高綱）を遠祖とする松田家（島津藩
武術指南）のご先祖の事跡をご紹介し、続いてご出生からご環浄までを記録しています。藤子先生の信仰
史や思想史、あるいは教育経営史の概要も学べるようにまとめています。
○教え・写真類　記念ホールの壁や衝立には、藤子先生の教えを語録集やお言葉集にして展示します。さ
らに、学園創立有縁の人々、学び舎の変遷などの写真類も展示します。教員や教え子たちとの集合写真や
演劇活動など多くの写真を写真帳数冊に収めて展示します。
○遺品類　ガラスケースには、藤子先生の遺品類（一部）として、仏典研究の初期に綴られた『信仰乃

めざめ

醒』（２
２歳ころ）、自著４冊（『人生の聖化』『真理への道』『聖光』『まなびのしおり』）、教え子への手紙（直筆）
などのほか、津山市名誉市民表彰や三木記念賞の各メダル類を展示しております。

　「松田藤子記念ホール」へのご来館・ご観覧をお待ちいたしております。なお、展示等に関するお問い合
わせは、下記までお願いいたします。

くらしき作陽大学 事務局 経営企画部　山下　　☎086-436-0274
〒710-0292　岡山県倉敷市玉島長尾3515

学園創立者　松田藤子先生

図　松田藤子記念ホール（イメージ）

松田藤子記念ホールのご案内
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｢子ども教育研究センター」の役割と活動
演奏芸術センターより報告とご案内

　平素はセンターの活動にご理解を賜りありがとうございま
す。今年の夏には広島の土砂災害、御岳山の噴火、台風18号、
19号による様々な災害があり、今から約800年以前に鴨長明
が「方丈記」に綴った、自然の猛威に翻弄される人間の宿命
を感じさせられました。さて、センターでは今年度も数多く
の演奏会等を企画いたしました。10月までの主な演奏会につ
いてご報告します。まずは作陽の看板コンサートになりつつ
ある「ファカルティコンサート」の先陣を切って開催されま
したカーター先生（Cl.）のリサイタル（₄月25日）ですが、
最後のプログラムにはご友人、J.ハミル氏（東京交響楽団
Hr.首席）をお招きし、プーランクの代表作「六重奏曲」が
演奏されました。軽妙洒脱なフランスの香気溢れるステージ
となりました。₅月には世界でも指折りのテクニシャンであ
るタルケヴィ氏（Tp.）によるソロと学生とのアンサンブル
による演奏会で、藤花楽堂に割れんばかりの拍手が鳴り響き、
続く23日には土居先生（Pf.）のリサイタルが開催され、圧倒
的なスクリャービンの₅番のソナタで幕を閉じました。₆月
には台湾の桃園県立中興中学管弦楽団、岡山城東高校そして

作陽との交流コンサートが行われ、藤花楽堂は若者の熱いエ
ネルギーで満ち溢れました。₇月には恒例の「作品の夕べ｣、
₉月18日には藝高、岡山城東高校、作陽による今年₂回目の
交流コンサートが催され、緻密なアンサンブルと、最後を締
めくくった合同オーケストラ約100名、合唱200名による「大
地讃頌」はまさに圧巻で、早朝から準備に馳せ参じたスタッ
フ、生徒と共に感無量でした。同月の26日には居川先生のリ
サイタルが開かれ、10月18日には47回目となる大学定期演奏
会が、今年着任された新進気鋭の吉田誠氏を指揮者として
お迎えし、｢新世界より」をメインに素晴らしい演奏が繰り
広げられました。今後の予定ですが（10月末の時点)、11月
30日には森悠子、12月23日には長瀬敏和、₂月₈日には渡邉
康雄、さらに₃月₈日には菅付章宏の諸先生方によるファカ
ルティコンサートと、₁月25日にはテレビでもおなじみの宮
川彬良氏にタクトをお渡しして、作陽ウインドフィルハーモ
ニー特別演奏会が行われます。また₂月13日には岡山のルネ
スホールにて「長岡京アンサンブル」のコンサートも企画し
ております。お忙しいこととは存じますが、是非作陽の学生
と教員が織りなす演奏会にお出でかけいただき、音楽の素晴
らしさをご堪能下さいますよう、心よりお待ち申し上げます。

第47回くらしき作陽大学管弦楽団定期演奏会　

山
や ま
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演奏芸術センター長
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｢子ども教育研究センター」の役割と活動
演奏芸術センターより報告とご案内

　経済産業省、農林水産省では、それぞれ農商工連携（平成
20年施行）や₆次産業化推進に向けた六次化法（平成22年施
行）を進めつつあります。また、文部科学省でも大学を地
域の知の拠点として位置づけ、社会貢献に機能させるべく
COC事業が展開され、地域に立地する大学の知と技術の発
信に熱いまなざしが注がれています。商品開発交流研究セン
ターでも地域貢献や学生の社会貢献実践を支援する機関とし
て、地元企業と連携した新商品開発や健全な食生活実現に向
けた各種の食育活動を支援してきました。
　最近の取り組みの一端をご紹介し、今後ともなお一層のご
支援、ご鞭撻をたまわりたいと願っております。
（１）地元の各種イベントへの参加を通じた社会貢献
　食文化学部で行われている授業「商品開発実習」やゼミ活
動の学修成果をもとに、学生が自ら商品開発し、それを販売
する実践活動の一環として、地元、玉島で開催されるイベン
トに参加し、次の販売実践活動を行いました。
玉島産ばぁ〜カーニバルへの参加
　本年₅月18日に行われた表記の催しに、樋口ゼミの学生達

が玉島産「もがい」を使った炊き込みごはんを販売し、あっ
という間に用意した百食分が売り切れる盛況でした。また、
同カーニバルは稲作りと米食の大切さを訴える催しでもあっ
たため、お米についてのパネルを作成し、啓蒙を図りました。
玉ちゃん文化祭への参加
　玉島の一大イベントとなっている₈月₂日開催の玉島文化
祭に、商品開発実習の学修成果を携えて、受講生10名、教員
(河村他₃名）の計14名が参加しました。出店商品は、①フ
ー子が作るユズ子と彼(カレー)のビーフ丼、②ＤＨＡまん
(DHA入りおやき)、③おから娘とおから部長（おからを使
ったビスケット)、④ジャイアントカボチャジャム in マカロ
ンの₄商品を販売しました。学生ならではのユニークな商品
名と工夫された製造もあって、すべて短時間に完売し、学生
達の意気も盛り上がりました。
（２）市民公開講座「DHAと健康」の開催
　フードスペシャリスト協会の助成金を得て、本大学との共
催で₈月30日に表記公開講座を開催し、70名の市民参加を得
て盛況でした。講演は万倉教授に表記演題でお願いし、講演
終了後、本大学のヘルスケアレストランの全面的協力を得て、
DHAを使った料理を参加者に試食してもらい、アンケートを
実施しました。アンケート調査の結果からは、講演について
「ためになった」の回答率が98.5％と高く、料理についても
食事の美味しさ評価で₅段階評価の4.7の高評価を得ました。

　｢子ども教育研究センター」は、｢研修セミナーの開催」と
「さくよう森の広場　どんぐりっこの開催」の2つの事業を
柱に、幅広い地域貢献と本学学生の資質向上をめざして取り
組んでいます。
Ⅰ 研修セミナーの開催
　近隣の保育者、教師、関連機関の職員の方、本学学生など
が多様な子育て支援の実践を学ぶ機会として、現場の第一線
で活躍されている専門家を招聘し、例えば以下のような講座
を開いています。
①子育て支援講座「野歩さんの遊びセミナー」
　講師の福尾野歩先生は子育てに関するコンサートや講演、
セミナー等を全国的に展開され、手遊び、伝承遊び、さまざ
まな楽器の奏法と保育への展開例、保育教材の活用方法など
について積極的に発信されています。本セミナーに毎年来学
して頂いていますが、先生の明るく温かいお人柄に、受講生
にはリピーターも多い人気の講座です。
②教育講演会「私が歩んだ道－見えないから見えたもの－」
　講師の竹内昌彦先生は、長年、岡山県立岡山盲学校に勤務
された方です。ご自身の体験をもとに話された「生まれてき

たとき、子どもの心は真っ白です。そこにどういう生き方を
描くか、それは親の姿勢と教師の指導力に掛かっています」
という先生のお言葉は、子どもの保育や教育に携わる全ての
聴衆の胸を打つ迫真のメッセージでした。この講演会は学生
からの要望で実現したものです。
　この他、子どもの造形表現や特別支援教育に関する講演会
などを予定しているところです。
Ⅱ ｢さくよう森の広場　どんぐりっこ」
　｢さくよう森の広場　どんぐりっこ」は倉敷市から委託さ
れた地域子育て支援事業として開設されました。０歳から３
歳くらいの乳幼児とその保護者が気軽に集い、交流したり育
児相談などを利用したりすることによって、子育てへの負担
感を減らし、子育てを楽しみながら親子が共に育つ取り組み
を行っています。会場は本学附属幼稚園の１室で、月・木・
金の週３回、10：00〜15：00に開いています。現場経験のあ
る教員や保育士に加え学生ボランティアなども活躍しており、
毎回15〜40組の参加があります。昨年度、保護者対象のアン
ケート調査を行いましたが、高い満足度を頂きました。また、
参加した本学学生にも成長への実感があり、「さくよう森の
広場　どんぐりっこ」は地域貢献と学生の資質向上になくて
はならない場となっています。
　今後は「さくよう
子育てカレッジ」と
も連携し、一層の発
展をめざしていく所
存です。皆様のご協
力をよろしくお願い
いたします。
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商品開発交流研究センター長
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子ども教育研究センター長

玉島産ばぁ～カーニバル玉島産ばぁ～カーニバル
玉島まつり
　　“たまちゃん文化祭”
玉島まつり
　　“たまちゃん文化祭”

食と健康講座
　　「ＤＨＡと健康」
食と健康講座
　　「ＤＨＡと健康」

子育て支援講座
　「野歩さんの遊びセミナー」

講師：福尾野歩 氏講師：福尾野歩 氏

教育講演会
「私が歩んだ道 
　　ー見えないから見えたものー」

講師：竹内昌彦 氏講師：竹内昌彦 氏
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ワンランク上の充実感と満足度をあなたとともに
社会を正しく生き抜くことができる真の人間力の育成

★全国に通用する教育内容と個性の可能性を最大限に引き出す責任指導“智慧の教育”実践校★

校 長
『自律と自主』 松野　英雄校 長

祝
サッカー部男女全国大会アベック出場決定　応援よろしくお願いします

活 躍
2014年度の主な部活動等の実績　よく頑張ってくれています

吹 奏 楽 部

フ ッ ト サ ル
ボ ウ リ ン グ
音 楽 デ ザ イ ン

全日本吹奏楽コンクール岡山県大会銀賞
全日本マーチングコンテスト岡山県代表　中国大会出場

中国大会優勝　全国大会出場
岡山県新人選手権大会　準優勝
全国高校総体出場　全国高校選手権出場予定
スクールライブショー西日本グランプリ出場

硬 式 野 球 部

ゴ ル フ 部

バスケットボール部

岡山県高校総体11年連続優勝　中国大会優勝（３回）
金鷲旗第５位　全国高校総体11年連続出場
全国高校選手権団体５位
春季岡山県高校野球大会　ベスト８
秋季岡山県高校野球大会　ベスト８
中国大会個人男女優勝　団体女子８年連続優勝
日本代表としてジュニアワールドカップへ選出
美作地区総体３年連続男子優勝　女子準優勝
岡山県高校総体５年連続男子ベスト８

柔 道 部

Legend Of The Sakuyo Soccer Club 全員で掴んだ栄光　本気で全国　　頂きます頂頂頂

２年ぶり22回目の出場おめでとう
第93回全国高等学校サッカー選手権大会

７年連続７回目の出場おめでとう
第23回全日本高校女子サッカー選手権大会

●スーパー特進コース
●特別進学コース
●進学コース
●総合教養コース
　（IT情報・フードデザイン・こども保育）
●スポーツコース
●ミュージックコース
　（音楽デザイン・吹奏楽・演奏芸術）

普　通　科

大学院音楽研究科より皆さまへ

『未来会議  With You 』 誕生

【大会日程】2014年12月30日(火）　　　　　　　【大会日程】2015年1月2日(金)
　　　　　　　～ 2015年1月12日(月･祝）　　　　　　　　　　　　～2015年1月11日(日)

　皆さま、お元気でいらっしゃいますか。お蔭様で、大学院
音楽研究科有志によります恒例の『大学院サマーコンサー
ト』を盛会裏に終えることができました。心より厚く御礼を
申し上げます。本コンサート開催₂週間前にあたる₇月中旬
の大変に暑い中、院生達は近隣の住宅一軒一軒を訪問し、集
客に努めました。その甲斐あってサマーコンサートで初めて
本学を訪れ、それ以来様々な演奏会を楽しんでくださる方が
増えております。
　また、前回ご案内いたしました学内演奏会の模様をYou 
Tubeにアップしてくださっている梁 雯凱 氏（本大学院音

楽研究科₁年生）の『インターネットを用いたマルチメディ
アに関する研究』もさらに進んでまいりました。既にお気付
きの方もいらっしゃると存じますが、本学ホームページから
ご視聴いただけるようになっております。音楽学部をクリッ
クしていただきますとTOPICSの中に動画をご覧いただける
ものが含まれております。現在、₉月26日に藤花楽堂で開催
されました『居川寛子ピアノリサイタル』の模様がご視聴い
ただけます。どうぞお楽しみ下さい。
　さて大学院の今後の催しですが、来年₂月中旬に以下の演
奏会を予定しておりますので、院生の研究の深まりをどうぞ
お楽しみください。皆さまのご来場を心よりお待ちいたして
おります。
＜演奏会日程＞
₂月13日㈮　₁年生ピアノ・声楽ハーフリサイタル、
　　　　　　₂年生声楽修了演奏会
₂月19日㈭　₂年生ピアノ修了演奏会
₂月20日㈮　₁年生管楽器ハーフリサイタル、
　　　　　　₂年生箏曲修了演奏会
₂月22日㈰　₂年生指揮・声楽修了演奏会『カヴァレリア・
　　　　　　ルスティカーナ（マスカーニ作曲)』

　作陽秋のキャンパスカラー。それは大学進入路沿いにある
樹高₈メートル、ひたすら天を指し続ける紅葉葉楓の紅緋色
です。新緑の季節から₈か月が過ぎ、見事に紅葉したシンボ

ルツリーは正に短大生86名の成長ぶりであり、作陽のOnly 
Oneを見る思いがします。肩から提げた楽器の重みは学生一
人一人の夢の重さ。その後ろ姿を見るたびに「負けるなよ」
の一言を送り続けています。
　さて、みなさんはご存じでしょうか、短期大学に『未来会
議』（With You）が誕生したことを。それは、「学生の大
学生活満足度100％を目指して学生と教員が授業やレッスン、
各種行事等を含む大学生活全般に関する意見交換を行い、作
陽音楽短期大学の未来づくりに寄与する。」ことを目的に本
年₆月に開設されたものです。学生代表者₈名と教員11名で
構成され、身近な問題から遠い未来までを熱く楽しく語り合
っています。
　先ずは大学HP⇒短期大学⇒『未来会議』をご覧あれ。
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大学院
音楽研究科長
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作陽音楽短期大学
音楽学科長
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全日本マーチングコンテスト岡山県代表　中国大会出場

中国大会優勝　全国大会出場
岡山県新人選手権大会　準優勝
全国高校総体出場　全国高校選手権出場予定
スクールライブショー西日本グランプリ出場

硬 式 野 球 部

ゴ ル フ 部

バスケットボール部

岡山県高校総体11年連続優勝　中国大会優勝（３回）
金鷲旗第５位　全国高校総体11年連続出場
全国高校選手権団体５位
春季岡山県高校野球大会　ベスト８
秋季岡山県高校野球大会　ベスト８
中国大会個人男女優勝　団体女子８年連続優勝
日本代表としてジュニアワールドカップへ選出
美作地区総体３年連続男子優勝　女子準優勝
岡山県高校総体５年連続男子ベスト８

柔 道 部

Legend Of The Sakuyo Soccer Club 全員で掴んだ栄光　本気で全国　　頂きます頂頂頂

２年ぶり22回目の出場おめでとう
第93回全国高等学校サッカー選手権大会

７年連続７回目の出場おめでとう
第23回全日本高校女子サッカー選手権大会

●スーパー特進コース
●特別進学コース
●進学コース
●総合教養コース
　（IT情報・フードデザイン・こども保育）
●スポーツコース
●ミュージックコース
　（音楽デザイン・吹奏楽・演奏芸術）

普　通　科

大学院音楽研究科より皆さまへ

『未来会議  With You 』 誕生

【大会日程】2014年12月30日(火）　　　　　　　【大会日程】2015年1月2日(金)
　　　　　　　～ 2015年1月12日(月･祝）　　　　　　　　　　　　～2015年1月11日(日)

　15歳という年齢は、江戸時代には元服という成人になる儀式が
あったように、自らを律した正しい振る舞いが求められる年齢で
す。ところで、この自らを律するとはどのようなことでしょうか。
　慶應義塾を創設した福沢諭吉は「自由は不自由の中にある」
と述べ、｢自由と我が儘との境は、他人の妨げをなすとなさざる
との間にあり」と続けています。例えば､遅刻して教室に入れば、
授業を受けている他の生徒の気が散ります。｢自分の勉強が遅れ
ることで責任をとっているから良いだろう」という主張は､単な
る我が儘と言えます。ある人が自由であるためには、自分の行動
が他人の迷惑になっていないかとの問いかけを絶やさず、自らを
律することが求められます。自律のない自由はあり得ないのです。
　もう一方の「自主」とは、自ら考え､行動し、責任を持つとい
う、正に自らが主（ぬし）となる行為です。その一例が自主的な勉強です。ここで、なぜ勉強するのか考えてみましょう。確
かに、○○大学に入りたいという目標もあると思いますが、もっと先を見据えて、自分がどんな人生を歩みたいのか、将来ど
のような職業に就きたいのか、それにはどのような資格が必要なのか、どのような学問を修める必要があるのかまで考えて欲
しいのです。このような地に足が着いた目標があって、始めて日々の学習に身が入ることになります。高校３年間をただ流れ
に任せるだけではもったいないはずです。
　学校では、勉強してもらうため課題も出しますし、やるべき内容の指示もします。しかし、われわれ教職員は､指示をただ
待つだけの生徒を作りたくありません。したがって、直接的な指示よりも､皆さんに学問的な刺激を与え続けることに力を尽
くしているつもりです。皆さんは、その刺激を契機として全てのことに興味を持ち、これをエネルギーとして自ら学んで欲し
いと思います。本校の教員は、このエネルギーを受け止め、方向性を与え、疑問点には誠心誠意応えます。しかし、行動を起
こすのは皆さんです。本を読むのも良し、難問を解くことに挑戦するのも良し、友人と議論を戦わせるのも良し、自分は何に
興味があり、自分とは何者なのか､これらを探る行動を起こしてください。
　学校生活には、日々の授業のほかにHR活動や部活動、生徒会活動があります。これらの活動は、正に皆さんの「やる気」
という自主的な取り組みに支えられており、それだけに価値の高いものです。
　本校では、各行事が生徒の手によって運営されており、皆さんの自主性を最大限に発揮できる土壌が整っています。エネル
ギーあふれる皆さんにとって、周囲から刺激を受けつつ活動することは、自らの可能性を発見する絶好の機会であると思います。
　いずれにしても、生徒の皆さんが自主・自律の精神のもとに自己の方向性を確立し、学力的にも、人間的にも大きく羽ばた
き、成長することを強く願っている次第です。
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生徒会
『自主の精神で取り組む生徒会活動』 山本　哲裕生徒会顧問

渉外部
『岡山県北・津山・美作・真庭・全国から信頼される地域一番校を目指して』 藤井　崇広渉外部長

教 務
『平成27年度作陽高校について』 神田　寿則教頭兼教務部長

生 活
『生活指導の現状』 野村　雅之生活指導部長

進 路
『進路指導に向けて』 杉本　哲也進路指導部長

　作陽高校最大のイベントである清陵祭が9月7日・11日に行われました。30回目の節目と
なる今年度の清陵祭テーマは「今、ひとつになるとき　咲くよ作陽、オレらの花！！」で、こ
のテーマ通りに生徒・教員・保護者が一体となりみんなを笑顔にして、また自らもとても楽
しみ、清陵祭は大成功をおさめることができました。今回も作陽のみに留まらず、多くの人
の力を借りて、ごんご祭り・商店街パレードなどを通して津山の街も巻き込み盛り上げてい
くことができました。当日には保護者の皆様をはじめとして大変多くの方々に足をお運びい
ただくとともに、多大なるご協力を賜り、この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。
　本年度の清陵祭でも生徒会主催で、文化の部の前日から前夜祭イベントとしてカラオケ大
会の開催や新企画のオリジナルＴシャツコンテストなどの取り組みも行い、一段と盛り上げ
ていくことができました。この企画を通してクラスや各ブロック、部の仲間達とより一層団
結することができていました。そしてその力を清陵祭当日でも発揮できていて、今回の清陵
祭を盛り上げることができた大きな企画となりました。
　この清陵祭は生徒にとって高校生活での大きな思い出の１つであり、また自分たちで多く
の事を考え、行動することで成長に繋げていくことができる場でもあります。そのためには
保護者、地域の方々のお力添えが必要になる事も多くあると思います。年々良いものになっ
ている清陵祭をこれからももっと盛り上げていけるように努めてまいりますので、これから
もよろしくお願いします。

　昨年より、今後の作陽高校はどうあるべきか、どう行動をするのかを教職員で検討してき
ました。今の作陽に足りないものは何か。評価されている点は何か。また、本校の魅力をよ
り高めるためにはどうしたらよいのか。私学フェアや新聞アンケート等でも公立と比べ、私
立は生徒に対し、勉強や生徒指導面で熱心な指導をしてくれ、生徒の力を伸ばしてくれると
あります。作陽ももちろん保護者の皆様方から信頼をいただいています。中学校の先生方の
ご子息の多くが本校を受験してくださっているのもそのためだと思われます。　
　ただ、作陽高校にも問題点はあります。今後問題点の解決と、作陽に来てくれる生徒と保
護者の皆様方に、より満足していただき、多くの方の信頼を得るためにも、教職員一人ひと
りがより満足度を高める努力をしていきます。
　さて、平成27年度より新しいコースが誕生します。コースの検討に当たり本校と他校との
コース・系の違い等多方面から検討しました。多種多様の生徒の希望に応えるためには、多
くのコース・系を立ち上げた方が良い。しかし、2～3時間の取り組みでは本当の教育がで
きるのか？生徒のためになるのか？作陽の良さが失われるのではないかなどを考慮し、現在
評価されているＳ特・特進をはじめとした進学指導、指導者に恵まれ実績を出している体
育・音楽の各コース、将来の目標を実践するための総合進学など現コースを多方面から協議
し、新たに6つのコースを立ち上げました。Ｓ特・特進コースは認知度も高く、より大学進
学に向けて取り組みます。実績のある体育コースはスポーツコースに、総合音楽コースはミ
ュージックコースに名称を変更します。総合進学コースにつきましては大幅に変更します。
卒業生の努力による多くの指定校を活用し、作陽での努力を進学に生かす進学コース、将来
の目標分野に取り組む総合教養コース（ＩＴ情報・フードデザイン・こども保育）となりま
した。今後、本校の教育理念を通し、人間教育の実践により、生徒の生きる力を養って行き
ます。皆様方の一層のご支援をよろしくお願い申し上げます。

　平成26年度当初に生活指導部として、次のような指導方針を打ち出しました。
①　生徒自身が生徒自身に厳しくなれるような指導。
②　ぶれない生活指導。
③　一生懸命な生徒、真面目に頑張る生徒が生き生きと生活できる雰囲気を作りだす。
　その中でも一番重要視しているのが、ひとつ目の「生徒自身が生徒自身に厳しく」という
部分です。今は多くの情報を様々な手段により簡単に得られる時代です。そのこともあり、
各個人、各家庭の価値観が多様化してきています。｢個性を大事にする」ということと「協調
性」のバランスを考えて、行動をとることが必要です。
　高校生が社会に出れば、さらに多くの情報や価値観と出会うようになります。その上で自
分が決断をして行動しなければいけない場面が多くあります。その際に最も大切にしてもら
いたいことが、その場に応じて自分のとるべき行動を考えて決め、その後「自分自身に嘘を
つかない」ということです。
　私たちは、油断するとつい自分に甘えが出て楽なほうへと流されがちです。本心では分か
っていても、言い訳を作り自分の欲のままに行動をとってしまうことがあります。今年度の
生活指導部では、最初に生徒に社会規範を守る大切さを理解させるようします。その上で生
徒と約束をします。この約束を生徒自身の意志で守らせるよう指導をします。自分の意志で、
自分でした約束を守らせる習慣をつけることが重要だと考えています。｢まず状況を理解し、
そして意思決定をし、実行し自分に嘘つくことなくやり通す」というサイクルを獲得させた
いと思います。このことが、将来自分で決めたことをやり遂げることにつながるのではない
かと考えています。
　生活指導とは、生徒が世のため人のために行動できる人物となるための土台づくりだと考
えています。生徒たちの将来のことを見据えて、厳しくまた温かく指導していきます。

　平成26年度入学生対象の入試では、受験生が728名で、専願合格者が186名、入学者が207名
という結果となりました。平成26年4月、全校生徒646名（19名増加）で新年度のスタートを
切ることができました。作陽の教育力を信頼していただいている、すべての方々のおかげだ
と感謝しております。
　さて、岡山県北32校に在籍する中学校3年生の人数は、依然減少傾向が続いており、男女
合わせて約2,100名（約123減）となっております。岡山県立高校の募集定員等の微減が見ら
れるものの、私学作陽の生徒募集を取り巻く環境は、一層厳しいものとなっています。渉外
部では、募集定員250名確保を目標に、生徒確保に邁進してまいります。
　従来の作陽教育カリキュラムを見直し、来年度より、進学コースや総合教養コース（IT情
報・フードデザイン・こども保育）など、中学生から人気のある魅力的な分野を取り入れた
新しい6つのコースを設置し、岡山県北・津山・美作・真庭から、より多くの受験生・専願
生・入学生を募集していきます。全国レベルで活躍する部活動の実績を背景に、専願生・寮
生を募集していきます。また、生徒数確保を第一に考えた上、高校3年間に支出する奨学金
総額の削減を目標とした昨年度までの生徒募集要項を見直し、今年度は、より優秀な生徒の
確保と更なる奨学金削減を盛り込んだ制度に変更しました。新しい学校案内と生徒募集要項
をはじめ、中学校訪問や塾訪問、年間3回のオープンスクールや各種説明会、ＨＰ等を通じ
て、作陽の魅力を周知徹底させていきます。
　｢松田理事長先生“生徒募集についての研修会”」でのお話でも、｢創設者松田藤子先生の教
え“報恩随想編”」を拝読しても、｢日々の教育活動で、生徒や保護者が感動し満足しているこ
と。作陽教育が、卒業後の人生に、よい影響を与え続けていること。建学の地である岡山県
北、津山地域に貢献する高校（学園）となっていること」それが作陽繁栄の肝であり、作陽
の存在価値だということを感じました。
　ソフト面に加えハード面においても、積極的なRevolution&Development[改革と発展］に
取り組み、｢どうしても作陽に入学したい」という生徒が集う、永久に輝く魅力ある地域一番
校を目指す作陽高校にご期待下さい。今後とも、皆様のご支援とご協力をよろしくお願いい
たします。

　2014年度3月末の岡山県における新規学卒者の就職決定率が98.9%と前年を0.3ポイント上
回るなか、本校の就職決定率は100％でした。担任の先生方をはじめ教職員のきめ細やかな指
導の賜物と思います。しかしながら、この数値にはフリーターのまま卒業した生徒が少なか
らず含まれており、今後はこのフリーターを選択する生徒をいかに就職等に導いていくかが
大きな課題となると考えております。また、進学状況についても98％の高い進学決定率とな
りました。生徒一人ひとりの頑張りに加え、国語科教員をはじめ進学に携わる多くの教員が
遅くまで生徒一人一人に寄り添った結果だと思っています。
　さて、本年度の進路状況ですが、7月末現在の新規高卒者への求人倍率が1.10倍と前年同
期比で0.23ポイント上回っていることからもわかるように、本校においても求人数は前年度
比1.5倍となっています。しかしながら、就職希望者数が昨年度を大きく上回り、生徒の希望
職種、希望地域などとのマッチングが難しいことなど一喜一憂する状況となっています。
　進学については昨年度の反省を活かしながら新たに勉強合宿先の変更に伴い、学習メニュ
ーの改善をはかるなど少しでも生徒のニーズにあった進学指導体制を目指して努力している
ところです。特に本年度から新学習指導要領にもとづく最初の学年ということもあり、教職
員も日々研鑽をしているところです。今後とも伝統に立脚した確かな進路指導につとめ、と
ことん粘り強く生徒に寄り添う指導を心がけ、生徒一人ひとりの夢を叶えるために教員一致
結束して取り組んでまいりたいと思います。

新入生宿泊研修（吉備少年自然の家)

春の遠足（国営美北丘陵公園)

進学説明会（本校会場)

ホームページが新しくなりました
タイムリーな情報を紹介しています

新1年生207名
（内専願生186名）
全校生徒646名
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祭を盛り上げることができた大きな企画となりました。
　この清陵祭は生徒にとって高校生活での大きな思い出の１つであり、また自分たちで多く
の事を考え、行動することで成長に繋げていくことができる場でもあります。そのためには
保護者、地域の方々のお力添えが必要になる事も多くあると思います。年々良いものになっ
ている清陵祭をこれからももっと盛り上げていけるように努めてまいりますので、これから
もよろしくお願いします。

　昨年より、今後の作陽高校はどうあるべきか、どう行動をするのかを教職員で検討してき
ました。今の作陽に足りないものは何か。評価されている点は何か。また、本校の魅力をよ
り高めるためにはどうしたらよいのか。私学フェアや新聞アンケート等でも公立と比べ、私
立は生徒に対し、勉強や生徒指導面で熱心な指導をしてくれ、生徒の力を伸ばしてくれると
あります。作陽ももちろん保護者の皆様方から信頼をいただいています。中学校の先生方の
ご子息の多くが本校を受験してくださっているのもそのためだと思われます。　
　ただ、作陽高校にも問題点はあります。今後問題点の解決と、作陽に来てくれる生徒と保
護者の皆様方に、より満足していただき、多くの方の信頼を得るためにも、教職員一人ひと
りがより満足度を高める努力をしていきます。
　さて、平成27年度より新しいコースが誕生します。コースの検討に当たり本校と他校との
コース・系の違い等多方面から検討しました。多種多様の生徒の希望に応えるためには、多
くのコース・系を立ち上げた方が良い。しかし、2～3時間の取り組みでは本当の教育がで
きるのか？生徒のためになるのか？作陽の良さが失われるのではないかなどを考慮し、現在
評価されているＳ特・特進をはじめとした進学指導、指導者に恵まれ実績を出している体
育・音楽の各コース、将来の目標を実践するための総合進学など現コースを多方面から協議
し、新たに6つのコースを立ち上げました。Ｓ特・特進コースは認知度も高く、より大学進
学に向けて取り組みます。実績のある体育コースはスポーツコースに、総合音楽コースはミ
ュージックコースに名称を変更します。総合進学コースにつきましては大幅に変更します。
卒業生の努力による多くの指定校を活用し、作陽での努力を進学に生かす進学コース、将来
の目標分野に取り組む総合教養コース（ＩＴ情報・フードデザイン・こども保育）となりま
した。今後、本校の教育理念を通し、人間教育の実践により、生徒の生きる力を養って行き
ます。皆様方の一層のご支援をよろしくお願い申し上げます。

　平成26年度当初に生活指導部として、次のような指導方針を打ち出しました。
①　生徒自身が生徒自身に厳しくなれるような指導。
②　ぶれない生活指導。
③　一生懸命な生徒、真面目に頑張る生徒が生き生きと生活できる雰囲気を作りだす。
　その中でも一番重要視しているのが、ひとつ目の「生徒自身が生徒自身に厳しく」という
部分です。今は多くの情報を様々な手段により簡単に得られる時代です。そのこともあり、
各個人、各家庭の価値観が多様化してきています。｢個性を大事にする」ということと「協調
性」のバランスを考えて、行動をとることが必要です。
　高校生が社会に出れば、さらに多くの情報や価値観と出会うようになります。その上で自
分が決断をして行動しなければいけない場面が多くあります。その際に最も大切にしてもら
いたいことが、その場に応じて自分のとるべき行動を考えて決め、その後「自分自身に嘘を
つかない」ということです。
　私たちは、油断するとつい自分に甘えが出て楽なほうへと流されがちです。本心では分か
っていても、言い訳を作り自分の欲のままに行動をとってしまうことがあります。今年度の
生活指導部では、最初に生徒に社会規範を守る大切さを理解させるようします。その上で生
徒と約束をします。この約束を生徒自身の意志で守らせるよう指導をします。自分の意志で、
自分でした約束を守らせる習慣をつけることが重要だと考えています。｢まず状況を理解し、
そして意思決定をし、実行し自分に嘘つくことなくやり通す」というサイクルを獲得させた
いと思います。このことが、将来自分で決めたことをやり遂げることにつながるのではない
かと考えています。
　生活指導とは、生徒が世のため人のために行動できる人物となるための土台づくりだと考
えています。生徒たちの将来のことを見据えて、厳しくまた温かく指導していきます。

　平成26年度入学生対象の入試では、受験生が728名で、専願合格者が186名、入学者が207名
という結果となりました。平成26年4月、全校生徒646名（19名増加）で新年度のスタートを
切ることができました。作陽の教育力を信頼していただいている、すべての方々のおかげだ
と感謝しております。
　さて、岡山県北32校に在籍する中学校3年生の人数は、依然減少傾向が続いており、男女
合わせて約2,100名（約123減）となっております。岡山県立高校の募集定員等の微減が見ら
れるものの、私学作陽の生徒募集を取り巻く環境は、一層厳しいものとなっています。渉外
部では、募集定員250名確保を目標に、生徒確保に邁進してまいります。
　従来の作陽教育カリキュラムを見直し、来年度より、進学コースや総合教養コース（IT情
報・フードデザイン・こども保育）など、中学生から人気のある魅力的な分野を取り入れた
新しい6つのコースを設置し、岡山県北・津山・美作・真庭から、より多くの受験生・専願
生・入学生を募集していきます。全国レベルで活躍する部活動の実績を背景に、専願生・寮
生を募集していきます。また、生徒数確保を第一に考えた上、高校3年間に支出する奨学金
総額の削減を目標とした昨年度までの生徒募集要項を見直し、今年度は、より優秀な生徒の
確保と更なる奨学金削減を盛り込んだ制度に変更しました。新しい学校案内と生徒募集要項
をはじめ、中学校訪問や塾訪問、年間3回のオープンスクールや各種説明会、ＨＰ等を通じ
て、作陽の魅力を周知徹底させていきます。
　｢松田理事長先生“生徒募集についての研修会”」でのお話でも、｢創設者松田藤子先生の教
え“報恩随想編”」を拝読しても、｢日々の教育活動で、生徒や保護者が感動し満足しているこ
と。作陽教育が、卒業後の人生に、よい影響を与え続けていること。建学の地である岡山県
北、津山地域に貢献する高校（学園）となっていること」それが作陽繁栄の肝であり、作陽
の存在価値だということを感じました。
　ソフト面に加えハード面においても、積極的なRevolution&Development[改革と発展］に
取り組み、｢どうしても作陽に入学したい」という生徒が集う、永久に輝く魅力ある地域一番
校を目指す作陽高校にご期待下さい。今後とも、皆様のご支援とご協力をよろしくお願いい
たします。

　2014年度3月末の岡山県における新規学卒者の就職決定率が98.9%と前年を0.3ポイント上
回るなか、本校の就職決定率は100％でした。担任の先生方をはじめ教職員のきめ細やかな指
導の賜物と思います。しかしながら、この数値にはフリーターのまま卒業した生徒が少なか
らず含まれており、今後はこのフリーターを選択する生徒をいかに就職等に導いていくかが
大きな課題となると考えております。また、進学状況についても98％の高い進学決定率とな
りました。生徒一人ひとりの頑張りに加え、国語科教員をはじめ進学に携わる多くの教員が
遅くまで生徒一人一人に寄り添った結果だと思っています。
　さて、本年度の進路状況ですが、7月末現在の新規高卒者への求人倍率が1.10倍と前年同
期比で0.23ポイント上回っていることからもわかるように、本校においても求人数は前年度
比1.5倍となっています。しかしながら、就職希望者数が昨年度を大きく上回り、生徒の希望
職種、希望地域などとのマッチングが難しいことなど一喜一憂する状況となっています。
　進学については昨年度の反省を活かしながら新たに勉強合宿先の変更に伴い、学習メニュ
ーの改善をはかるなど少しでも生徒のニーズにあった進学指導体制を目指して努力している
ところです。特に本年度から新学習指導要領にもとづく最初の学年ということもあり、教職
員も日々研鑽をしているところです。今後とも伝統に立脚した確かな進路指導につとめ、と
ことん粘り強く生徒に寄り添う指導を心がけ、生徒一人ひとりの夢を叶えるために教員一致
結束して取り組んでまいりたいと思います。

新入生宿泊研修（吉備少年自然の家)

春の遠足（国営美北丘陵公園)

進学説明会（本校会場)

ホームページが新しくなりました
タイムリーな情報を紹介しています

新1年生207名
（内専願生186名）
全校生徒646名
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井端　豊実鶴声会会長鶴声会近況報告

島根支部総会に出席して 元吉　恵子翠会会長

鶴鶴声会だより来年度からの新制度に向けて

　平成25年４月に開園いたしましたくらしき作陽大学附属幼
稚園は、今年２年目を迎え、現在、１期生の４歳児31名と２
期生の３歳児23名の全園児54名になりました。今年度は３歳
児と４歳児の２学年になり、それぞれお互いに先輩・後輩と
なり、お手本になったり、手伝いをしたり、助けてもらった
り、一緒に遊んだりしながら、異年齢児が学び合う楽しさや
大切さを日々実感しながら子どもたちは成長しています。今
年度も昨年度同様、異年齢児交流会や運動会、焼き芋会など
折に触れ津山から作陽保育園の園児さんが来園してくださり、
楽しい時間を共に過ごさせていただき、沢山学ばせていただ
いておりますことに心から感謝申し上げます。また、地域の
幼稚園の園児さんたちとの交流会も経験させていただき、本
当に嬉しい限りでございます。皆様方のお陰で、少しずつで
はございますが、充実し成長させていただいております事に
感謝でございます。
　正課でのヴァイオリンレッスンも毎週学年ごとに順番にそ
れぞれの子どもの状態に合わせて本当に優しく教えていただ
いております。決して嫌いになることが無い様、ヴァイオリ
ンを通して園児たちに情操教育をしてくださっています。４
歳児の中には既に姿勢よく得意な顔をしてきれいな音を奏で
ることが出来る園児もいます。もちろん個人差はありますが、

やりたくない時は決して無理強いすることなく、それぞれの
園児にあわせて教えてくださいます。本物に触れながら楽し
く学ぶことで、３年間を通して豊かな心が少しずつ、そして
確実に育っていくことを確信しております。
　月１回のお茶とお花も続けることに意味があります。ささ
やかな事でも、続けていれば形になってきて、所作も少しず
つ学んでいきます。お菓子をいただいたり、お運びをしたり、
先生に点てていただいたお抹茶をいただくその姿は本当に可
愛いらしく、その小さな手でお茶碗を大切にそっと扱うこと
が出来るようになりました。そして、お花のお稽古では、オ
アシスに活けるお花にもそれぞれ個性が出てきて、見ていて
実に楽しくなります。お花の長さ、高さ、バランスも皆それ
ぞれで、先生にご指導いただきながら自分で考えて活けたお
花を、どの子も自信に満ちた表情で嬉しそうに見せてくれま
す。
　週１回の正課の英語の授業でも、４歳児はとても楽しく学
んでいます。先生手作りの工夫された教材を使っての熱心な
授業で子どもたちは確実に成長しています。
　また、平成27年４月１日からの子ども・子育て支援新制度
施行に伴い、当園は幼保連携型の認定こども園に移行いたし
ます。来年度は３歳児・４歳児・５歳児の３学年が初めて揃
う年度ですが、同時に０歳児・１歳児・２歳児の受け入れも
始め、認定こども園としてスタートいたします。それにより、
今までの幼稚園に保育園も兼ね備えることになります。今ま
でと変わりなく、一人一人を大切に幼児教育と保育を行いな
がら、今より更に内容を充実させ、質の向上に努めて、認定
こども園として地域の皆様方の需要に応えられる園になるよ
う、職員一同気合いを入れて準備を整えて参ります。今後と
も皆様方の更なるご指導ご鞭撻を心よりお願い申し上げます。

作陽保育園との交流作陽保育園との交流
英語の授業

お茶とお花

ヴァイオリン
レッスン

園児交流会園児交流会

運動会運動会

妹
せ

島
じ ま

三
み

絵
え

くらしき作陽大学附属幼稚園
副園長
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島根支部総会に出席して 元吉　恵子翠会会長

鶴鶴声会だより来年度からの新制度に向けて
　10月11日に同窓会鶴声会総会を開
催しました。台風の接近も心配され
ましたが、多くの皆様に遠路お越し
いただき、盛大に終了することがで
きました。
　特に印象に残ったのは、事業報告
の内容で、各地域で同窓会事業（イ
ベント）を実施するにあたり、多く
の卒業生の協力をいただき盛大に開

催されていることを大変嬉しく思いました。
　総会終了後 Drum&Brass Corps”MUSICA” の演奏の披露、
昨年開園した附属幼稚園の見学、山下静江食文化学部長によ
る講演をいただきました。この日は大学祭も開催しており、
参加された皆様に併せてお楽しみいただきました。
　懇親会では皆様から多大なるご支援や今後の活動の糧にな

るご意見もいただき、同窓会もますます活動の幅が広がるの
ではないかと感じました。

　今年も教員採用試験合格の吉報が同窓会にも届いています。
岡山県、広島県、香川県、高知県、沖縄県などの各地にて中
学校教諭、高等学校教諭、小学校教諭、特別支援学校教諭な

ど、多岐にわたっています。
　作陽と言えば音楽の指導者、食の指導者、子どもの
指導者、「作陽は多くの指導者を輩出していますね」
と、いろいろな地域の方々から声をかけていただける
ようになりました。これも卒業生の方々による、地元
での活躍が、後輩たちの道を広げていただいた賜物だ
と感じています。どうぞこれからも後輩たちのために
も同窓会活動のご支援・ご協力をよろしくお願いいた
します。

　翠会会員のみなさま、こんにち
は！　いかがお過ごしでしょうか。
それぞれの職場でまた、ご家庭にお
かれましてますますご健勝のことと
拝察いたします。
　去る、平成26年７月６日㈰に島根
支部総会が、縁結びの神様で名高い
出雲大社のある出雲市で開催され、
平野副会長、菊井顧問、事務局の水

島さんと出席いたしました。支部会員42名の出席の下、学歌
斉唱に始まり役員改選が行われ、石原和美支部会長から水野
美晴新支部会長他新役員体制へとバトンタッチされました。
会員の手作り作品の展示や懇親会での「こんなことしていま
す！」では、脳の活性化？に大いに役だったと思われる手遊
びをご指導いただいたり、歌をうたったりと賑やかな会とな
りました。私たち来賓用にと、ご用意くださった折り紙の
｢バラの花｣。支部総会をお世話してくださった方のきめ細や
かなお心遣いが伝わって参りました。恩師の堤博子先生と吉
田一成先生もご出席くださり、同じ津山の地で学んだ日々を
振り返り、親しく語り合いながら楽しい時間を過ごすことが
出来たのではないでしょうか。島根支部の皆様、ありがとう
ございました。この紙面をお借りして御礼申し上げます。
　同窓会の今一つの目的は、卒業生相互の親睦にあると思い

ます。そのためには、卒業生同士の相互連絡が重要になって
参ります。事務局としましても支援体制を整えていくよう心
がけてゆきたいと考えております。尚、今後とも同窓会への
変わらぬご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

昭和39年保育科卒業の中路賞江さんから
　同期会開催のお便
りが届き、｢京都で
の２日間は、まるで
50年前にタイムスリ
ップしたかのように
とても楽しいひと時
でした｡」とありま
した。
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作陽高校同窓会だ
より

山下　亨高校同窓会副会長校歌の由来と意義

くらしき作陽大学・作陽音楽短期大学の在学生に、作陽で学んでいることや
これからの目標についてインタビューしました。在学生の声

　母校は母なる学校です。在校生た
ちが進学やスポーツに青春を賭け、
卒業生たちがスポーツ界、芸術文化
界、実業界、教育界など多方面で活
躍する姿は同窓生たちの元気の源で
す。母校サッカー部は11月₉日岡山
県大会で優勝し山陽新聞紙上に「作陽 王座奪還」の見出し
が躍りました。全国高校サッカー選手権大会に22回目の出場
です。初戦は12月31日（フクダ電子アリーナ)。同窓会（玉
置俊作会長）は関東支部とも連携して２年ぶりの全国大会必
勝を応援します。
　11月11日付け朝日新聞は平成₅年₃月卒業の岸本斉

ま さ し

史氏の
記事で覆われました。同氏は連載漫画「ＮＡＲＵＴＯ」の作

者で全世界で₂億冊以上が発行されて
おり、この度連載が700回で完結した
由。同紙₂面の「ひと」欄に同氏が詳
しく紹介されているほか、同32面全面
に世界的なクールジャパン・ブームを
作ったこと、同33面全面にはインタビ
ュー記事が掲載されています。平成₂
年₄月に入学した作陽生が正義と道徳

観の高い超一級の漫画家に・・・。校訓「念願は人格を決定
す　継続は力なり」を地でいく岸本氏は同窓生の誇りです。
　さて、卒業生たちのバックボーンは「校訓」と「校歌」で
す。いずれも他校の誰も真似ることのできない私学作陽の独
自のことば（絶対価値）であり、母なる作陽、松田藤子先生
の教え・人生の道しるべです。この校歌の作詞者は芳賀莞爾
先生（国文学者）でありますが、作詞の由来と意義について、
松田隼人先生がくらしき作陽大学・作陽音楽短期大学の「報
謝の集い」の法話の中でご披露されておられますので、ここ
にご紹介しておきます。

　それによると、校歌は、昭和38年のある日、校長室で松田
藤子校長先生が芳賀先生といろいろと議論されて作られたも
ので、この歌には藤子先生の言葉、思い出、教育意図、宗教
的情操教育などが全て織り込まれており、まさに「藤子先生
のことばと心を編纂したもの｣（松田隼人先生）です。
　歌詞一番の「鶴山古城に〜」のポイントは「吉井の川」で
す。昭和₉年₉月に大谷校舎が吉井川の大洪水に遭遇し校舎
に閉じ込められた28名の寮生全員が津山市民の命がけの救助
作戦により救われたことへの「報恩感謝」の念が込められて
おります。二番の「山なみ遠く大空に〜」のポイントは「久
遠の理想」です。久遠の理想は「御仏の教え」であり、御仏
の教えを称

たた

えて理知とわざを研いてほしいという藤子先生
の願いです。三番の「五濁の海は荒くとも〜」のポイントは
｢不動の信念」です。五濁の海すなわち複雑怪奇な人生を何が
あっても逞しく生きてほしいという藤子先生の願い（励まし)
が込められています。四番の「おお名ぐわしき作陽の〜」の
ポイントは「真

ま こ と
実と愛｣。真実の教えと敬愛、藤子先生の真

髄です。この校歌をサッカー全国大会や甲子園で歌いたいも
のです。

　ところで、関西支
部(下谷義友支部長)
西地区同窓会は平成
26年10月25日(土)に
姫路に20名の参加者
が集まり開催されま
した。₅月に傘寿を
迎えなお矍鑠たる多
胡恭太郎先生、故松

田昌守先生のご長男の松田正典先生（広島大学名誉教授)、
高校から神田教頭先生をお迎えし藤子先生の思い出話などの
話題で盛り上がり懇親を深めました。

NHKテレビニュース
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作陽高校同窓会だ
より

山下　亨高校同窓会副会長校歌の由来と意義

くらしき作陽大学・作陽音楽短期大学の在学生に、作陽で学んでいることや
これからの目標についてインタビューしました。在学生の声



松田英毅理事長が平成26年度「倉敷市文化章」を受章。
　｢倉敷市文化章」は、倉敷市の地域文化向上に功績があった市
民やゆかりの人をたたえるもので、贈呈式が11月3日(月･祝）倉
敷市役所にて執り行われました。
　倉敷市文化章は1948年に創設され、松田理事長で70人目の
受賞となります。

〒710-0292　岡山県倉敷市玉島長尾3515
tel 086-523-0822／fax 086-436-0283

Eメール sakuyo.kikaku@ksu.ac.jp
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学園報担当 (企画係)

出願期間

試 験 日

会 場

合格発表

1次入試
1月21日(水)～1月23日(金)
［最終日正午必着］

2月3日(火)［AM8：40～］

2月9日(月)

本校会場：岡山県作陽高等学校
真庭会場：久世エスパスランド

2次入試
2月17日(火)～2月19日(木)
［最終日正午必着］

2月24日(火)［AM8：40～］

2月26日(木)

本校会場：岡山県作陽高等学校

スーパー特進コース

特別進学コース

進学コース

総合教養コース

スポーツコース

ミュージックコース

●学力検査[国語]、[英語]、[数学]
　（各45分）の3教科
●個人面接
●調査書

●学力検査[国語]、[英語]又は[数学]
　（各45分）の2教科
●個人面接
●調査書
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